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平 成 ２ ０ 年 ８ 月 ５ 日
株 式 会 社 Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ

Ｓバンドを用いる国内移動体衛星通信システムの高速化
に伴い今後期待されるサービス・アプリケーションについて
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１．現在のサービス概要（特徴）

（１） 広域サービスエリア
・赤道上空36，000ｋｍに位置する静止衛星(N-STAR)によるサービスで、日本全土、海上
概ね200海里までをカバー。

・南の空仰角約40度を見通せる場所ならどこでも通信可能。

（２） 信頼性の高い通信サービス
・地上災害の影響を受けにくい静止衛星を利用。
・軌道上に静止衛星を２機配置。
・衛星基地地球局を地震源となるプレートから外れた場所に２局(群馬・茨城)配置。
・降雨、降雪の影響を受けにくい無線周波数帯（Ｓバンド）を利用。

（３） 高品質な通信サービス
・デジタル通信方式の採用により高い通信品質を確保。
・各種データ、静止画像やＦＡＸを高品質で送受信可能。

項 目
内 容

回線交換方式 パケット交換方式

提供サービス
音声

データ通信
FAX

データ通信
（プロトコル：TCP/IP, UDP）

データ通信速度 上下4.8kbps
上り：4.8kbps
下り：64kbps

（ベストエフォート型）

課 金 方 式
通信時間課金

（平日・昼間10円／6.5秒）
データ従量制課金

（ﾍﾞｰｼｯｸﾌﾟﾗﾝ：0.4円／ﾊﾟｹｯﾄ）

■回線交換方式とパケット交換方式の2つの通信方式で
快適な衛星電話環境を実現

■サービス提供形態は、以下の3通り
① 回線交換サービス
② パケット通信サービス
③ 回線交換＋パケット通信サービス
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２．サービス概要（衛星端末「ワイドスター・デュオ」の特徴）

主要諸元

■ 重量・容積 ： 約１，７００ｇ、約１，５００ｃｃ
【参考：旧端末データ】

・ポータブルホンＮ ：約２，７００ｇ、約２，７００ｃｃ
・ポータブルホンＤ ：約２，０００ｇ、約２，３００ｃｃ

■ 連続通話時間 ： 約１２０分（旧端末の約２．５倍）

■ 連続待受時間 ： 約２０時間（旧端末の約４倍）

■ 周辺機器 ： ハンドセット
： データユニット
： 船舶/車載ドッキングベース
： 船舶/車載アンテナ
： 外部アンテナ 等

利用イメージ

ワイドスター・デュオ
外観

■ 可搬機のハードを共通化した事により、お客様の多様
な利用用途に対応。

車載利用

船舶利用

データ通信利用

データ
ユニット

（衛星パケット
通信対応）

船舶ドッキングベース

船舶アンテナ

車載アンテナ

ＰＣ等

ポータブル利用

ワイドスター・
デュオ

可搬機
ハードの
共通化

車載ドッキング
ベース
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３．Ｎ－ＳＴＡＲ加入者数の推移

（１） 陸上は災害対策を中心に増加傾向
（２） 船舶は船腹調整等の影響で微減傾向
（３） パケットは料金・速度に対する不満はあるが微増傾向
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45,000

契
約

者
数

衛星契約者数の推移

パケット

陸上

船舶

パケット 0 0 0 5 142 302 748 993 1,062 1217 1324 1387

陸上 2,722 5,364 7,227 9,643 11,632 12,780 14,021 16,611 18,304 21,952 24,003 25,913

船舶 3,736 11,087 15,842 15,986 15,828 15,267 14,687 14,389 14,218 13,809 13,539 13,277

H8年度 H9年度 H10年度 H11年度 H12年度 H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度
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ｼｽﾃﾑ分類 ｼｽﾃﾑ名称 通信方式 主なユーザー

ﾋﾟｯﾁｽﾀｰ 回線交換 建設、報道、林野業等

公衆電話 ｺｲﾝｽﾀｰ 回線交換 山小屋、官公庁第3ｾｸﾀｰ

PBX収容ｼｽﾃﾑ 回線交換 不動産、ﾋﾞﾙ管理、官公庁

高規格救急車ｼｽﾃﾑ FAX伝送、心電図伝送 回線交換 官公庁

船舶位置管理ｼｽﾃﾑ
ｾﾝﾂｳOperator パケット 貨物・輸送船舶会社

内航船運航管理ｼｽﾃﾑ パケット 貨物・輸送船舶会社

車両位置管理ｼｽﾃﾑ 警備会社車両位置管理ｼｽﾃﾑ パケット 警備会社

画像伝送ｼｽﾃﾑ

ﾃﾞｼﾞｶﾒ画像伝送ｼｽﾃﾑ 回線交換 報道、建設

可搬型画像伝送ｼｽﾃﾑ 回線交換 官公庁

PW-2100 回線交換 鉄道、官公庁

ﾊﾞｲｺﾑｱｲ 回線交換 官公庁

画像及び観測ﾃﾞｰﾀ伝送ｼｽﾃﾑ 回線交換 研究機関

PDAを活用の画像・文字伝送ｼｽﾃﾑ 回線交換 官公庁

ﾃﾚﾒﾄﾘ

気象観測ｼｽﾃﾑ 回線交換 官公庁、電力

火山地下水位・気象観測ｼｽﾃﾑ 回線交換 官公庁、研究機関

地震動ﾃﾞｰﾀ伝送ｼｽﾃﾑ 回線交換 官公庁

地殻変動監視ｼｽﾃﾑ 回線交換 観測機関

ｾﾝﾂｳﾈｯﾄ ISP, ASP（位置情報ｻｰﾋﾞｽ） パケット/回線交換 船舶

ｼｰ魚ッﾁｬｰ 漁業情報受信ｼｽﾃﾑ パケット 船舶

ﾄﾚﾀﾞｽ 水産海洋情報ｻｰﾋﾞｽ パケット 船舶

幅広い利用があり、低速であるにも係わらず画像利用が多い（画像伝送等のニーズ大）

４．主要アプリケーションの現状

音声利用

データ通信利用
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配送計画・手配をメール・システム化したい（内航船）

船のエンジンを監視し、乗組員を削減したい（客船・作業船）

航行管理に積極的に導入したい（内航船）

漁獲高の向上のため、海水温・気象情報をインターネットで入手したい（漁船）

スクープ画像・映像を現場から本社へ伝送したい（報道）

荷台内画像を本社へ伝送させたい（運送業）

単線の位置管理をしたい（鉄道）

盗難防止のためコンテナ車の管理をしたい（運送業）

船 舶

陸 上

● 速度が遅い（＊）ため、
導入判断を見送っている

● 導入したいが、料金が
高いのがネック

山間部工事時に画像を伝送したい（建設）

コンテナの位置管理及びコンテナ内の温度管理をしたい（製造）

料金速度

料金

速度

料金

料金速度

料金

料金速度

料金

料金

料金

料金

データ通信の需要は大きいので、データ通信の高速化と料金の低廉化により、お客様のご要望に答える

速度

画像伝送するテレメトリシステムを構築したいので
上り最低６４kbps欲しい（SIメーカー） 速度

速度

乗客にインターネットカフェを提供したい（客船） 料金速度

速度

不審船の監視で画像伝送をしたい（巡視船） 速度

５．現行システムにおけるお客様の声

＊：ﾊﾟｹｯﾄは上り4.8kbps/下り64kbps で
あるが、前項より明らかなように、
①上り方向の用途が多く下り64kbpsのﾒ
ﾘｯﾄが活かせないこと。
②ﾊﾟｹｯﾄはﾍﾞｽﾄｴﾌｫｰﾄであり必ずしも高
速とは限らないことによる。
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６．今後期待されるサービス（案）の概要

高速化サービス(案)
現行サービス

回線交換 パケット通信

音声サービス ○
（現行同等以上の品質確保）

○ －

データ通信サービス
（伝送速度）

上り：最大144kbps
下り：最大384kbps

４．８kbps
上り： ４．８kbps
下り：最大６４kbps

G3FAXサービス ○ ○
（ﾜｲﾄﾞｽﾀｰﾃﾞｭｵはPCFAX対応）

－

同報サービス △
（パケットを用いた順次同報など）

△
（接続性の保証不可）

－

① 現在提供しているサービスは可能な限り継承

② データ伝送速度は静止画・動画送信が可能な程度に高速化を図る

③ パケット料金は、３Ｇ携帯電話並みを目指す
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７．高速化サービスの実現方法（案）について

既存システムとの並存を円滑に進めるために、既存の国際調整および国内調整の範
囲内において高速化を実現する。

適用される主要技術は以下の通り。

N-STARa/b号衛星に比べ、アンテナ開口径の拡大等により、N-STARc/d号衛星は受信RF 
性能指数であるG/Tで7dB、送信RF性能指数であるEIRPで最大10dB向上。
高効率な誤り訂正方式の適用により伝送効率を向上。
ロールオフ率の低減により、周波数利用効率を向上。
回線状態に応じた高速度伝送をベストエフォートで提供。
現行に比べ低C/N化が可能な検出方式の採用。

今回の高速化により、キャリア周波数間隔、伝送速度、占有周波数帯幅の許容値の
変更が必要となるが、電力密度（PFD）およびスプリアス（※）に代表される衛星システム
側からの与干渉等の条件は現行システムと同等以下に抑えられる。
※ 新スプリアス規定に対応
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８．今後期待される陸上サービスイメージ

病院LAN

車輌管理

画像・動画伝送

特殊車両

高規格救急車両

危険箇所

ＩＰ電話

携帯電話
電気通信網

CP

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ等

コンテンツ
サーバ

災害地

バス

山小屋

自動販売機における在庫情報・温度
情報及び危険箇所監視情報等豊富
なテレメトリへ展開。

エリアに捕らわれず車両位置管理等ができる。
更に、大容量データの送受信が可能となる。

地上波のエリア外におい
ても、診断データ伝送に
より早期治療を可能とす
るため、高いニーズが見
込まれる。災害地・山小屋・長距

離ﾊﾞｽ等に向け、低
料金での多彩な情報
配信。

高速化に伴うインター
ネット・イントラネット
利便性向上による契
約数拡大。

企業

災対本部

N‐STAR

位置情報管理
車両経路監視
盗難防止 等

気象情報・

音楽・スポーツ・
ニュース 等

GPS衛星

パソコン
他社IP網

自治体

現金輸送車

企業
パソコン

山間部
工事現場

自動販売機

自治体・企業LAN
管理

サーバ

テレメトリ
サーバ災害対策

テレメトリ

高速化・低料金化により、パケット通信においてもメール
等データ通信の新たなニーズを開拓できる。

災対用
サーバ

http://www.sports.pref.hiroshima.jp/kouiki/02/img_021/011.gif
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=www.kajima.co.jp/tech/healthcare/ji/image/jiturei4.jpg&imgrefurl=http://www.kajima.co.jp/tech/healthcare/ji/index-j.html&h=145&w=220&prev=/images%3Fq%3D%25E7%2597%2585%25E9%2599%25A2%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D%26ie%3DUTF-8%26oe%3DUTF-8
http://www.city.sapporo.jp/fukushi/machizukuri/bousai/image/image003.jpg
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=www.pref.nagano.jp/doboku/sabo/dosyahou/dosyah7.jpg&imgrefurl=http://www.pref.nagano.jp/doboku/sabo/dosyahou/dosyahou.htm&h=269&w=329&prev=/images%3Fq%3D%25E7%2581%25BD%25E5%25AE%25B3%26start%3D40%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D%26ie%3DUTF-8%26oe%3DUTF-8%26sa%3DN
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=www.tfd.metro.tokyo.jp/lfe/119/data/life04.gif&imgrefurl=http://www.tfd.metro.tokyo.jp/lfe/119/&h=171&w=180&prev=/images%3Fq%3D%25E7%2581%25BD%25E5%25AE%25B3%26start%3D60%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D%26ie%3DUTF-8%26oe%3DUTF-8%26sa%3DN
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９．今後期待される船舶サービスイメージ

高速化・低料金化を図り、パケット
利用へ移行することによりスムー
ズな送受信が可能。

イントラネット

官公庁・客船

内航船・漁船

客船・内航船

漁船

パソコン

パソコン

パソコン
パソコン

TV電話

FAXFAX

インターネット

ISP

他社IP網

気象情報等

インターネット

企業LAN

FAX

乗客・乗務員向けに、快適なネットサーフィンが可能
となり、利便性向上による利用頻度の拡大が見込ま
れる。

業務効率の更なる向上を図る
ための独自システム構築をサ
ポート。

セキュアな環境でスムーズに社
内情報のやり取りが可能となる
ため、ニーズの拡大が見込ま
れる。

企業内
サーバ企業

N‐STAR

企業

航路表示サービス
船内在庫品検索
湾岸情報検索 等

企業

自宅

企業

パソコン

パソコン

FAX

電気通信網

画像・動画伝送

漁船
デジカメ

エンジン監視情報・水
揚情報等リアルタイム
な送受信が可能となる。

高速ニーズ

高速ニーズ

高速ニーズ

高速ニーズ

高速ニーズ

パソコンアプリケーションシステム

FAX
コンテンツ

サーバ

CPコンテンツ
サーバ

ＣＰ・ＡＳＰ

アプリケーション
サーバ

コンテンツ配信

高速ニーズ

客船・漁船・内航船・官公庁、等

http://www.umi-net.toba.mie.jp/syosen/image/makiami.GIF
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=monolog.laox.ne.jp/back_mobile_img/mobile0211/pic-20021111163252-ZLERFDMIOE1.jpg&imgrefurl=http://monolog.laox.ne.jp/sin_top.html&h=176&w=225&prev=/images%3Fq%3DTV%25E9%259B%25BB%25E8%25A9%25B1%26start%3D20%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D%26ie%3DUTF-8%26oe%3DUTF-8%26sa%3DN
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=monolog.laox.ne.jp/back_mobile_img/mobile0211/pic-20021111163252-ZLERFDMIOE1.jpg&imgrefurl=http://monolog.laox.ne.jp/sin_top.html&h=176&w=225&prev=/images%3Fq%3DTV%25E9%259B%25BB%25E8%25A9%25B1%26start%3D20%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D%26ie%3DUTF-8%26oe%3DUTF-8%26sa%3DN
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=monolog.laox.ne.jp/back_mobile_img/mobile0211/pic-20021111163252-ZLERFDMIOE1.jpg&imgrefurl=http://monolog.laox.ne.jp/sin_top.html&h=176&w=225&prev=/images%3Fq%3DTV%25E9%259B%25BB%25E8%25A9%25B1%26start%3D20%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D%26ie%3DUTF-8%26oe%3DUTF-8%26sa%3DN
http://www.umi-net.toba.mie.jp/syosen/image/makiami.GIF
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１０．受信耐力向上に向けた技術的改善について

① 広帯域移動無線アクセスシステム（BWA） との共存のため、改良端末の感度抑圧に対する受信耐力を

向上し、現行の所要ガードバンド２０ＭＨｚを１０ＭＨｚに低減する。

② 受信回路の入力フィルタの特性改善等の適用により、大型化を避けユーザの利便性を損なうことなく１０
ＭＨｚガードバンドで許容干渉レベルの耐力を確保する。

③ フィルタ回路の試作により、１０ＭＨｚガードバンドで共存可能となる見通しを得ている。

モバイル
衛星放送
システム

N-STAR ↓ N-STAR ↑

移動通信（全国展開）

広帯域移動無線アクセスシステム

固定利用（各地域）
（ガードバンド
10MHz含）

※

※2545MHz~2555MHzの帯域は、
2014年12月31日までの間は運用制限が存在

2535 2545 2575 2595 2625 2630 2655 2660 26902505

移動通信（全国展開）ETS-VIII

2500

情報通信審議会情報通信技術分科会「広帯域移動無線アクセスシステム委員会報告」（平成１８年１２月２１日）「Ｎ－ＳＴＡＲに対する受信耐力
向上に向けた技術的改善の可能性」に記載されている方策に従って、下記のとおり改善に向けて検討を進めている。

伝送速度の高速化の実現と新たなサービス・アプリケーションを準備し、お客様の利便性向上を盛り込む
ことで、受信耐力向上に向けた改良端末への移行を加速し、円滑な運用制限帯域の解除を目指す。
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